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No.5 書館通信 

 図書館では、年に１回皆さんからのリクエストを受付していま 

す。図書館に所蔵がない本で、読みたい本がある人はリクエスト 

をしてください。予算や内容を検討して、購入します。（マンガの 

シリーズものは購入が難しいです。） 

 また、図書館にある雑誌についてアンケートを実施します。（リ 

クエスト用紙裏面です。）よく読む雑誌や、図書館にあったら良い 

雑誌を教えてください。 

 リクエスト用紙は、３年生は担任の先生から配布して 

いただきます。１・２年生は図書委員が配布します。 

  お知らせいろいろ… 

■山梨県では、「家読（うちどく）」を推進するため、おすすめの

本を絵と文で紹介するPOPを募集しています。POPを書い

てみませんか？また、１２月には、県立図書館でビブリオバト

ルやまなし2022も開催予定です。どちらも興味のある人

は、図書館へ来てください。 

■毎年恒例のやま読ラリーが実施中です。11/30までの期間

内に図書館利用＆書店での買い物でスタンプを集めると甲

州印伝のしおりが貰えます。（しおりの受取は書店のみです） 

 本のリクエストを受け付けます！ 

受付期限 ： １０月7日（金） 

図書館カウンターに設置した箱へ入れてください 

※GoogleClassroomからも受け付けます。図書館のクラ 

 スルームにフォームがあります。図書館のクラスルームに 

 入っていない人はカウンターでコードを聞いてください。 



新しい本は図書館に入って右手の「新着図書」の棚にあります。 

貸出中の場合は、予約ができます。お気軽におたずねください。 

意外と知らない日本のこと。1万人の
訪日外国人をガイドしてきた旅のプロ 
による日本人の為の日本ガイド本。 

『あなたのなつかしい一冊』 
池澤夏樹編 寄藤文平絵 毎日新聞出版 

『その本は』 
又吉直樹 ヨシタケシンスケ著、ポプラ社 

『街なか葉めくり虫さんぽ』 

とよさきかんじ著 ベレ出版 

『おいしいごはんが食べられますように』 

高瀬隼子著、講談社 

食べることは幸せか、それとも苦痛

か。ままならない人間関係を「食べ

物」を通じて描く芥川賞受賞作。 

『モノクロの夏に帰る』 

額賀澪著、中央公論新社 

戦時中のモノクロ写真をカラー化した写真

集。この本がきっかけとなり、戦争を近く

に感じた若者たちの心に変化が起きる。 

『今こそ学びたい日本のこと』 

蜂谷翔音 松本まさ著 地球の歩き方 

『読むだけで身につく化学千夜一夜物

語』 太田博道著 化学同人 

芥川賞作家の又吉直樹と人気絵本作家ヨ

シタケシンスケによる、泣けて笑えて胸

を打たれる「その本」をめぐる物語。 

『落ち着いたあかつきには』 

蜂須賀敬明著 双葉社 

自粛生活中「性自認が女かも」と気づ

く男子高校生・ゆう。姉の性自認も男

だとわかって姉弟で男女が逆転し…。 

化学の不思議を解き明かし、楽しく学

ぶ教養本。「宇宙はたった3種類の粒子

でできている 」など全75話を収録。 

虫は色々な所にいる。公園、植え込

み、街路樹、花壇など小さな緑に集まる

虫たちの世界を覗いてみる一冊。 

ひとりひとりに古典がある。子どもの頃

に出会った本、大人の世界を知った本、人

気作家ら50人が選ぶ〈自分だけの一冊〉。  

新しい本が入りました！ 

■『面白くて眠れなくなる脳科学』 

  毛内拡著、PHPエディターズ・グループ 

■『感覚過敏の僕が感じる世界』 

  加藤路瑛著、日本実業出版社 

■『びっくり深海魚』尼岡邦夫著、エクスナレッジ 

■『じわじわくる文具』松岡厚志著、玄光社 

■『エモい古語辞典』堀越英美著、朝日出版社 

■『珈琲店タレーランの事件簿 7,8』 

  岡崎琢磨著、宝島社 

■『腹を割ったら血が出るだけさ』 

  住野よる著、双葉社 

■『よって件のごとし』宮部みゆき著、KADOKAWA 

■『紅だ！』桜庭一樹著、文藝春秋 

などなど…夏休み中に入った本もたくさんあります！詳し

くは司書まで！ 

2年生POP展示「綺麗な景色が出てくる本」開催！ 

 図書委員会では、各学年の図書委員がテーマを決め、おすすめの

本を選び、POPを作成して本を紹介しています。今回の展示は２

年生が担当で、テーマは「綺麗な景色が出てくる本」です。 

展示は9/22頃から開始予定です。 

本は図書館に入って左手の棚に展示します。 


